
新
中
原
消
防
署
長
を
お
迎
え
し
て

就
任
の
あ
い
さ
つ

　　　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
中
原
消
防
署
長
と
し
て
着

任
致
し
ま
し
た
大
友
正
人
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
及
び
発

信
力
で
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に

さ
れ
た
飯
田
康
行
署
長
の
築
い
た

消
防
署
を
引
継
ぎ
、
最
善
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

中
原
消
防
署
に
は
、
以
前
に
予

防
課
長
と
し
て
３
年
間
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
２
度
目
の
勤
務
に
な

り
ま
す
が
、
中
原
区
は
、
当
時
も

今
も
人
の
流
れ
や
街
並
み
が
進
化

し
続
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、

昨
年
７
月
に
は
静
岡
県
熱
海
市
で

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
石
流
災

害
、
８
月
に
は
九
州
中
国
中
部
地

方
で
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
災
害
、

ま
た
、
本
年
３
月
16
日
に
は
福
島

県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
区
内
で
も
大
規
模
な

自
然
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

お
り
、
消
防
に
対
す
る
区
民
か
ら

の
期
待
に
し
っ
か
り
と
応
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
消
防

局
で
は
、
４
月
か
ら
、
庶
務
課
及

び
各
消
防
署
に
「
消
防
団
・
防
災

支
援
係
」
を
新
設
し
、
幅
広
い
世

代
に
地
域
の
防
火
防
災
や
消
防
団

活
動
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

風
水
害
や
首
都
直
下
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
す

る
「
地
域
防
災
支
援
事
業
」
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

中
原
消
防
署
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
自
分
達
の
町
は
自
分
達
で
守

る
と
い
う
「
郷
土
愛
」
の
精
神
が

伝
統
の
中
原
消
防
団
と
一
層
連
携

し
、
中
原
区
民
の
皆
様
の
安
全
安

心
の
た
め
に
、
消
防
力
を
維
持
し
、

さ
ら
に
前
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
中
原
消
防
団
の
益
々

の
御
発
展
と
消
防
団
員
並
び
に
御

家
族
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　　　

団
員
の
皆
様
に
は
日
頃
の
消
防

団
活
動
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
付

け
で
前
署
長
飯
田
康
行
様
が
幸
消

防
署
へ
異
動
さ
れ
て
、
新
た
に
川

崎
市
消
防
局
予
防
課
よ
り
大
友
正

人
様
が
第
31
代
中
原
消
防
署
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
原
消
防
団

一
同
、
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

大
友
署
長
は
以
前
、
予
防
課
長
と

し
て
中
原
署
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
節
は
大
変
お
世
話
に
な
り
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
我
々
と
し

て
も
親
し
い
方
が
ま
た
中
原
に
戻

ら
れ
、
共
に
消
防
活
動
が
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
も
４
年
目
に
突
入

し
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
が
未
だ
に
収
束
せ
ず

恒
例
の
消
防
職
員
・
消
防
団
員
の

歓
送
迎
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
態
で
、
大
友
署
長
を
は
じ
め

新
た
に
着
任
さ
れ
た
職
員
の
皆
様

と
団
員
と
の
相
互
交
流
の
場
が
無

く
な
り
ま
し
た
。
災
害
現
場
を
共

に
す
る
仲
間
と
し
て
は
意
思
疎
通

を
図
る
た
め
に
も
、
日
頃
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の

他
に
も
各
種
会
合
等
が
中
止
と
な

り
年
度
行
事
の
方
針
を
示
す
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
川
崎
市
消
防
団
操
法
大

会
も
中
止
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

本
来
な
ら
ば
中
原
消
防
大
会
だ
け

で
も
開
催
し
、
皆
様
に
消
防
団
の

あ
る
べ
き
姿
を
披
露
し
た
い
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
皆
様
の
健
康
を
第

一
に
考
え
る
と
今
の
状
況
で
は
そ

れ
も
叶
わ
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
全
て
を
中
止
に

し
て
い
て
は
消
防
活
動
に
支
障
が

で
て
き
ま
す
。
中
原
消
防
団
で
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
は
団
員

全
員
が
十
分
に
気
を
配
り
、
日
頃

か
ら
出
来
る
限
り
の
訓
練
を
し
、

災
害
出
動
時
に
は
万
全
の
態
勢
で

活
動
出
来
る
よ
う
に
心
が
け
て
お

り
ま
す
。

　

最
近
で
は
全
国
的
に
地
震
が
多

発
し
て
お
り
、
首
都
直
下
型
地
震

が
こ
の
関
東
に
も
何
時
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

災
害
は
突
然
襲
い
か
か
っ
て
き
ま

す
が
我
々
と
し
て
は
万
全
の
準
備

を
し
て
、
少
し
で
も
被
害
を
少
な

く
し
、
中
原
区
民
の
安
全
・
安
心

を
消
防
署
、
警
察
、
役
所
、
病
院

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
共
に
協
力

し
て
守
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
火
災
の
み
な
ら
ず

予
防
活
動
を
し
っ
か
り
と
考
え
て

い
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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署
　  

長 

　
大 

友 

　
正 

人  

様

予
防
課
長       

押 

部 

　
光 

賢  

様

予
防
課
課
長
補
佐
・
予
防
係
長

　 

　 

　
　
八 

木
　 

教 

之  

様

予
防
課
課
長
補
佐
・
消
防
団
・
防
災
支
援
係
長

　 

　 

　
　
小
座
間  

清 

德  

様

警
防
第
二
課
課
長
補
佐
・
警
防
係
長

　 

　 

　
　
谷 

口 

　
大 

介  

様

警
防
第
二
課
課
長
補
佐
・
救
急
係
長

　 

　 

　
　
佐 

原 

　
伯 

武  

様

警
防
第
二
課
小
田
中
出
張
所
長

　 

　 

　
　
河 

野 

　
　 

誠  

様

警
防
第
一
課
井
田
出
張
所
長

　 

　 

　
　
小 

野 

　
良 

介  

様

警
防
第
二
課
井
田
出
張
所
長

　 

　 

　
　
白 

土 

　
勝 

彦  

様

予
防
課
消
防
団
・
防
災
支
援
係
主
任

　 

　 

　
　
國 

塩
　 

孝 

之  

様

中
原
消
防
団
の
編
成

中
原
消
防
団
の
編
成

住吉分団 大戸分団 中原分団玉川分団丸子分団

分団長　 金子正夫
副分団長 深谷賢司
副分団長 青山　透

分団長　 佐藤雅章
副分団長 工藤由美雄
副分団長 原　清郊　　

分団長　 西村和也
副分団長 嶌田敏行
副分団長 三堀　武

分団長　 野口芳正
副分団長 持田　浩
副分団長 和泉誠一

分団長　 田中裕之
副分団長 藤枝康利
副分団長 矢口正人

編
集
後
記

　

今
年
も
消
防
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
の
が
、
郷
土
愛
の
精
神
を
も
っ
て
仲
間

と
共
に
地
域
の
為
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

発
行
責
任
者 

団
長　

三
上
能
樹

編
集　

中
原
消
防
団
広
報
部

広
報
部
長　

井
上　

衛

広
報
部
員　

安
齋
龍
也

中
原
分
団　

遠
藤
卓
弥  

・ 

山
本　

央

大
戸
分
団　

原　

清
郊  

・ 

内
田　

実

住
吉
分
団　

田
口
眞
弓  

・ 

吉
田　

祥

玉
川
分
団　

長
谷
川
正
美
・
野
口
恭
之

丸
子
分
団　

松
川
正
二
郎
・
山
本
喜
道
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叙 

勲

　

前
中
原
消
防
団
団
長
の
布
施
行
雄
様

が
令
和
４
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝

単
光
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

機能別団員
( 後方支援活動、広報活動)

◀シャッターには

　マスコットの

　「翔太」「太助」「ふろん太」

場所は

等々力緑地

小杉神社の

　すぐ近く▶

団長 
三上能樹

副団長
鹿島　連

副団長
田邉昌美

庶務部長
加藤讓司

警護部長
原　健二

消防部長
猪股昌美

広報部長
井上　衛


